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みとおし 

寒さを期待 畜産物市況 
―牛枝肉・豚枝肉・鶏肉・鶏卵― 

 

牛枝肉 

初市は入荷頭数が多かったが売れ行きもよく、年末

相場を維持してきた（大阪市食肉卸売市場６日ヌキ

中値 Kg 当り 378 円）。しかし年末から暖冬の正月に

たたられ、加えて例年のごとくモチ腹、家計支出増

など悪条件がかさなり、末端消費は伸びていない。

しかし、仲買い、小売り業者の在庫は、手持ち増を

警戒して比較的少い。 

 ２月にかけて旧正月の影響も考えられるが、あま

り期待は出来ない。しかし、寒さがくれば季節柄反

発も望めよう。悪くしても現在値（同前 370 円）よ

りあまり下がることはないでしょう。 

 

豚枝肉 

400 円の大台のまま年を越したが、暖かい正月で末端

の消費は極めて悪く、全く裏切られた形である。仲

買い、小売り業者ともに在庫は牛肉以上であり、現

在もそのままの状態である。このため産地も値下げ

を警戒して出荷をひかえる傾向が出てきてはいるが、

秋子の出廻り期に入り、漸増傾向もまた見られるこ

とから、よほど寒波がこないかぎり、２月にかけて

は 400 円台を割ることも充分考えられる。 

 ２月にはアメリカから豚肉が輸入されるようであ

るが、これは加工用に向けられるものであるから、

一般精肉への影響はないもようである。しかし、ど

うみても今後はぼつぼつ下おすのであろう。 

 

鶏 肉 

１月に入り暖冬もわざわいしているが、昨年人気が

よすぎたことと正月づかれから消費がとまってしま

っている。しかも昨年の好相場から精算が増加して

いるため、出荷がだぶついて１月中旬に大きく下げ、

現在も弱もちあいのままである（大阪中央卸売市場

17 日中ビナ中値 Kg当り１人５円）。 

 飼料値上りの折柄からこの安値が続けば出荷も減

ってこようが、２月いっぱいは弱ふくみのままであ

ろう。いずれにしても、ここも寒さまちのかたちで

ある鶏卵と同じように今年は注意すべき年となりそ
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うであり、６～７月には 170 円を割ることも考えら

れる。 

鶏 卵 

昨年の 12 月上、中旬の Kg 当り 230 円つづきの相場

も、200 円割れで年を越した。卵も最近は完全に日常

化しており、需要は平均してきており、そこに昨年

の５～６月ビナが本格的に産卵を開始し、更に暖冬

で産卵率が良くて入荷が多いので、ここのところ需

給にアンバランスの現象が現っている。このため相

場も期待が持てず170～180円の間を上下している状

態である。 

 １月下旬からはマヨネーズ工場の手当て買いが始

まるので、極端な入荷増がないかぎり 180 円台を割

るようなことはないだろう。また寒波がくれば産卵

率の低下、輸送などの影響で反発も考えられよう。 

 しかし、現在では需要が一定してきており、飼養

技術も向上しているので極端な価格の高騰などの望

めなく、飼料値上りの折からも今年は重要な年にな

りそうです。 

 


